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家政 学会及 び関連団体 に よ る講演会，講習会等案内
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講演会 ， 講習会等開催名 〔開催地） 主　催　団　体

第 40 回 熱 測 定講 習 会
一

初心者 の た め の 熱分析 の 基 礎 と応 R 本熱測定学会
用　 （か な が わ 県民 活動サ ポー

トセ ン タ
・・，横浜 ）

公 開 講演会 「高齢期 に お ける 乾か な ラ イ フ ス タ イル の 実現 」 同立 婦入教 育会 館

（国立 婦 人教育会館，埼玉）

家 政 学 関連 卒業論文発表会 （大妻女 子大学，東京｝   日 本 家 政 学 会 関 東攴 部

生 理 人 類学 の 国 際 ミ ニ シ ン ポ ジ ウ ム ー
被服生 理 と生 物 リ ズ 国 際 ミ ニ シ ン ポ ジ ウ ム 実

ム
ー

（奈良女子 大学，奈良）　　　　　　　　　　　　　　　 1
行 委 員 会

  目本家政学会服飾史 ・服飾美学部会平成 10年度第 3回研 ．
究会 （和洋女チ大学，千葉）

園際交流委員会 セ ミ ナー 「国際高齢者年 と 家 政 学 1 （シ ビ ッ

ク ホール ，東京｝

  日本家政 学 会関東支 部例 会 「情 報検索法講習会
一

上 手 に安

く情報 を検索 す る方法
一

」（大 妻 女 了
・
大 学，東 京）

To圦
”
｛】．rd 　a 　Science　of 　ConscLousness　．−FundamenLa ！　APP −

roachies
．Tokyo ’99 （脳 と意識に 関す る Tokyo ’99匡1際会議 1

（同連 大 学 本 部，東京）

  日本家政 学会平成 ユ1年度総会 ・第 51 回大会 〔名城大学，
名古尉

凵本保 育学 会第 52回大会 （青山学院，東京）
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・
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3

  円 本家 政 学会 国 際 交 流

委員会

  凵本家政学会関東支部

第 ユ〔〉回 ア ジ ア 地区家政 学会 （ARAHE ＞国際 会 議
“What　is

qua［ity　 of ユife？− lnnovations、　Traditiorls，…一”
〔ノtシフ ィ コ
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横 浜，横浜）

2nd　Inしernat ．ional　Conferencc　on 　FoQd　Factors
− Cktemlstry

and 　Hcalth　Promotion− 〔国立 京都国際 会館 ，京都 ）

Toky 〔デ 99 絹織委員会

  日本家政 学会

日本保育学会

  H 木 家 政 学 会 ARAIIE
国際 会 議 実 行 委員 会

ICoFF 実行委員会
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新刊紹介

西田 正 秋著作集　 「人体美学」　（上 ・下巻）

　　　　美術解剖学 を基 礎 と して

西田正秋 著 ， 西田正秋著作集刊行委員会 編集

　　　　 現代 社，定価各 7，000円，

　　L巻 1992年 5 月 ， 下巻 1993年 5 月発行

　本書 は，東京芸術大学名誉教授で あ り，退官後

文化服装学院な らび に 文化女子大学で 教鞭をとら

れ た故西円『正秋先生 の 著作集 で あ る．本君 は 氏 の

没後，氏の教えを受けた方 々 に よ り，西田 正秋著

作集刊行委員会 が 発 足 さ れ ，多くの リラ イ ト委員

の 協力を得て刊行に 至 っ た もの で あ る．氏 の 公刊

の 著書 に は 「顔而 の 形態学」，1美術解剖学論攷 1，

「人体美学概 説」，
「新女性美 亅，「人体 の 美学」 な

どの 名蓍が あ る が，本書の 内容の 多 くは 氏 の 遺稿

で あ る研究ノート 120冊か らの 転記 で あ る．

　本書の 上 巻 の 内容は，第 1 部で 無昧乾燥 な人体

構造 と名称の 羅列で は な く美術家の眼か ら西洋 ・

東洋
・
日本 の 美術 に つ い て，具象 ・抽象に も向 く

見解 を加 えた独 自の 「美術解剖学」，第 2 部で 美

術 を志す者 を対象に 広範囲 な形象美学的内容が 述

べ られ た 「人体美学 r備論」，さ ら に 主論で あ る

「人体美学概 説」，「特殊論」，「各論」へ と続 き，

人休の 諸形態が帯び る美的効果に つ い て綿密な論

究が な さ れ て い る． 卜
．
巻の 内容は第 3 部 「

．
人体美

学応用論 1と して 「日本仏教彫塑像 の 研究」，「能

面の 研究」，1人体美学の 諸 問題」，「怪奇美」に っ

い て
， ま た第 4 部 で は付 と し て 「動物美学亅が論

及され て い る．

　本書上 ・下巻は ，美術 を志す者に と っ て の 必携 の

書 とい うば か りで な く， 蝦 「
Tl
芸術 に密着 した美 の

解説 書 と して の 側面 を多分 に持ち合 わ せ て い る特

色か ら，家政学 の 研究者 に と っ て は も ち ろ ん の こ

と，　 般 書 と して の 役割 も充分に果 た す もの で あ

る ，　 〔大妻女 r一大学短期大学部 　布施谷節子）
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